
［１］次の問いに答えなさい。

（１）次の計算をしなさい。

（３）　ｙはｘに反比例していて、ｘ＝３のときｙ＝－４です。

　　　ｘ＝６のときのｙの値を求めなさい。

（４）　下のヒストグラムは、ある会社に勤める会社員20人の通勤距離を調べ、

　　　その結果を表わしたものです。この20人の通勤距離の平均を求めなさい。
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（２）　次の不等式にあてはまるｘの値のうち、最も大きい整数を求めなさい。
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（５）　（図１）は、立方体のある面に垂直な１つの平面で切り取ってできた立方体の

　　　投影図です。その切り口を（図２）に実線でかき込みなさい。

ｘ ｘ

（６）次の条件にあうひし形ＡＢＣＤをコンパスと定規を使って、作図しなさい。

　ただし、作図に用いた線は消さずに残しておくこと。

Ａ

Ｃ

(作図）

（図１） （図２）

条件：右の線分ＡＣを対角線の１本とし、対角線ＢＤの長さが、対角線ＡＣの

　　　長さの２倍である。
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［２］　下の表は、自然数を、５つずつ左から小さい順に規則正しく並べたものです。

　　　このとき、次の問いに答えなさい。

（１）　２行目の右はしの数は１０です。では、７行目の右はしの数は何かを求めなさい。

（２）　ｎ行目の中央の数をｎを使って表わしなさい。

（３）　この表からＡ子さんは次のような予想を立てました。

Ａ子さんの予想が正しいことを、ｎ行目について式の計算を使って証明しなさい。

予想：どの行でも、右はしの数の２乗から左はしの数の２乗を引くと、

　　　その行の中央の数の８倍になる。

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １０

１１ １２ １３ １４ １５

１６ １７ １８

左はし 中央 右はし

１行

２行

３行

４行

ｎ行
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［３］　ある水族館の入館料は、個人の場合、子どもは大人より２００円安い。また、２５人

　　　以上になると団体割引の対象となり、入館料は、大人も子どもも個人の場合の２０％

　　　引きになる。

　　　　大人１０人と子ども２０人の計３０人のグループは団体割引の対象となり、そのグルー

　　　プの入館料の合計は、１６０００円です。

　　　　水族館の個人の入館料を、大人ｘ円、子どもｙ円として、次の問いに答えなさい。

　　　ただし、消費税は入館料に含まれています。

（１）団体割引の対象として入館する場合、大人１人分の入館料をｘを使って表わしなさい。

（２）　ｘ，ｙについての連立方程式をつくりなさい。

（３）　（２）を解いて、大人２人と子ども３人の５人家族が入館する場合の入館料の

　　　  合計を求めなさい。
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［４］　（図１）は、ＡＤ　 ＢＣ で ＡＢ＝４cm，

　　　ＡＤ＝３cm，ＢＣ＝６cm，∠Ｂ＝９０°の台形

　　　ＡＢＣＤです。点Ｐは、Ｃから出発して、毎秒

　　　１cmの速さで、周上をＤ，Ａを通ってＢまで

　　　移動します。いま、点Ｐが、ＣからＤまで移動

　　　するのに５秒かかります。

　　　このとき、次の問いに答えなさい。

∥

（１）　点Ｐが、Ｃを出発してから７秒後の

　　　△ＰＢＣの面積を求めなさい。

（２）　点Ｐが、Ｃを出発してからｘ秒後の

　　　△ＰＢＣの面積をｙcm とするとｘ，ｙ

　　　の関係は（図２）のように表わされます。

　　　　点ＰがＡＢ上にあるとき、、ｙをｘの

　　　式で表わしなさい。また、そのときのｘ

　　　の変域を求めなさい。

（３）　さらに、点Ｑは辺ＢＣ上を毎秒１cmの速さで、ＢからＣまで移動し、そこで止

　　　まる。点ＰがＣを、点ＱがＢを同時に出発するとき、、次の問いに答えなさい。

（ア）　２つの点Ｐ，Ｑが出発して、３秒後の△ＰＱＣの面積を求めなさい。

（イ）　２つの点Ｐ，Ｑが出発して、点ＱがＣに着くまでに、△ＰＱＣの面積が

　　　２cm になるのは、何秒後か、すべて求めなさい。

ｙ

ｘ

０ ５ （秒）

（cm ）２

（図２）

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ
３cm

４cm

６cm

（図１）

Ｐ

2
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［５］　正三角形ＡＢＣがあります。（図１）は点Ｐを

　　　△ＡＢＣの内部に、（図２）は点Ｐを辺ＡＣの中点

　　　ににとり、それぞれに正三角形ＰＣＱをつくったも

　　　のです。

　　　　このとき、次の問いに答えなさい。

（１）　（図１）で、△ＰＢＣ≡△ＱＡＣで

　　　あることを証明しなさい。

（２）　（図２）について、次の問いに答えなさい。

（ア）　∠ＡＱＰの大きさを求めなさい。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｐ

Ｑ

（図１）

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｐ
Ｑ

Ｄ

（図２）

（イ）　ＡＣとＢＱの交点をＤとするとき、 の値を求めなさい。
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